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感震ブレーカー設置について 

 

本年も大規模地震を想定した、自主防災組織機能訓練を皆様のご協力を得まして、１１月

２６日（土）に行うことができました。有難うございました。 
 

 睦自治会自主防災組織で平成２４年度制定文書「地震！その時どうする？」に示された項

目を読み返してみました。修まるまでの対応として、住宅の倒壊・家具の転倒から身の安全

を図ることが主になります。そして、揺れが修まってからの対応として、もしも倒壊・転倒

したとしても、電気器具のスイッチを切る・ブレーカーを切ることで、その後に発生する恐

れのある火災に対して予防策を講じることが主になっております。発火や隣家への延焼など

の不安なく素早く家屋からの避難行動できることになります。 
 

 ガス・灯油の加熱器具はメーカーサイドで耐震対策済みです。揺れのさなかで消す操作に

走ることの緊急性は順番としては低くなっています。ところが、給電を再開した後に、倒壊

家屋から配線やコードの破損箇所のショートによる発火という不安が懸念されます。横浜市

ではすでに、「電気機器からの発火」防止対策として、出火危険及び延焼拡大危険等の高い

地域の住宅に、大地震発生と同時に住宅への電気供給を戸別に遮断する「感震ブレーカーの

設置」を市主体で実施しています。大規模地震の発生時に自動的に電気の供給を遮断するこ

とは、睦自治会に於いても出火率の低減につながります。 
 

 ６月の個別防災訓練の際に、防災リーダー会で簡易タイプ感震ブレーカーを市販の物やリ

ーダー会で自作した物など数種類の装置について、震度の大きさと遮断の再現性テストを実

施しました。その実証結果のもとに、８月に避難行動要支援者のお宅（８件）と集会所の分

電盤に、（有）ホームワーカー発売の簡易タイプ感震ブレーカーを（震度５弱以上等で作動する

設定で）設置させていただきました。設置後３ヶ月経ちます（その間に震度３の地震もあり

ました。）が、ブレーカーが遮断される（装置が作動して停電する）などの事例は起こって

いません。 

私達は自治会として、第１弾として、分電盤に蓋がついていないタイプから、この

装置を設置していきます。「まさかの時にブレーカーが自動で遮断される！」という安心感

は、他に代えがたいものであると考えます。ご協力をお願いします。 

回 覧 



 

 


